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医療センターのクッションを補修しました！ 

 7 月 20 日に豊橋市医療センターにクッションを届けました！ 

 

医療センター緩和ケア

病棟の談話コーナーで

使われているクッショ

ンの状態が悪くなって

しまったので、きれに洗

濯をし、ほつれていると

ころなどを補修して届けました。細かい作業で

したが、丁寧に直し、元のきれいな状態にする

ことができました。患者さんや面会にいらした

方々が気持ちよく使ってくださり、心和む時間をもってくだされば幸いです。 

 

九州北部地方大雨災害義援金 校内募金 

７月５日に起きた九州北部地方大雨災害の校内募金は 

7月 19、20日の 2日間で 

30,648円でした！ 
 

７月２５日、日本赤十字社を通して被災地に贈ることができました。 

呼びかけを行ってくださった総務執行委員さん、募金をしてくださった皆様、 

ご協力ありがとうございました。 

豪雨から半年たちましたが、家を失い、いまだ家に帰れない人もいるそうです。この

ように困っている方々の支援に、皆さんが協力してくださったことを嬉しく思います。 
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大鍋実習をしました！ 
12 月 27 日、早朝から仕込みをし、お昼に合わせて提供

することができました。雪が降りそうな中、たくさんの

人に来ていただき嬉しかったです。 

土曜補講や、一日学習会の息抜きになったでしょうか？ 

ちなみに、 

募金総額は26,518円でした。 
 

日本赤十字社を通して 

バングラデシュ南部避難民（ロヒンギャ）救援金 

として贈りました。 

試食して募金をしていただき、ありがとうございました！ 

 

ゆりのき豆知識！～ロヒンギャって何？～ 

ミャンマーに住み、イスラム教を信仰する人々のことを言う。内戦により、隣国バングラデ

シュに避難し難民となっている。ロヒンギャはミャンマーから国籍が与えられず、厳しい差

別や虐殺が行われている。 

 

  平成 29 年 8 月下旬から、ミャンマーラカイン州で暴力行為が相次ぎ、隣国バングラデシュへ

62 万 6 千人以上の人びと（12 月 4 日現在・国連発表）が避難をしています。 

現地では、バングラデシュ赤新月社のボランティアによる食料や水の提供、医師・看護師らによ

る診療などの救援活動が続けられていますが、避難民の急増により、とくに妊産婦や子ども、お

年寄りといった災害弱者の健康状態の悪化が懸念されています。 

ご寄付いただいた救援金は、医療支援や食料・生活用品の提供など緊急ニーズに対する支援に充

てられます。※国際赤十字では、政治的・民族的背景および避難されている方々の多様性に配慮し、「ロヒンギ

ャ」という表現を使用しないこととしています。             (日本赤十字社ＨＰより抜粋) 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   


